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ほうれんそう調製機を用いた調製作業において、本葉第１・２葉高が 13cm以下、かつ

本葉第３・４葉高が 22cm 以上であれば、第１・２本葉除去株率は 60%以上で、損傷株
率は 30%以下となり、調製機の標準設定に適応できる。 
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ほうれんそう調製機に適応するほうれんそうの形質 

図１　ほうれんそうの葉高と調製機
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※図中の数字は本葉の葉位

コ　 ン　ベ　 ア押さえロール

ブラシ

標準設定：15cm

根切断用回転刃

下葉のかき取り

本葉第１・２葉高が 13cm以下、
本葉第３・４葉高が 22cm以上で
あれば押さえロール位置が根切

断用回転歯から 15cm の位置で

適応性が高い。 

図３　本葉第３・４葉高と調製後の損傷株率の関係
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図２　ほうれんそう本葉第１・２葉高と調製後の本葉第１・２葉除去株率の関係

※ほうれんそう調製機の押さえロールの位置は標準設定
（図３についても同じ）。
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